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統計によると、ニートの人数は 84.7 万人もおり、日本の 15 歳～34 歳の人口の 2.49％を
















 「Not in Education, Employment or Training」の頭文字を合わせるとNEETになる。
ニートとは、勉学も仕事もしておらず、仕事につくための専門的な訓練も受けていない人々、
とされる2。この言葉は元々イギリス人により作られたが、日本でもよく耳にする。 
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 前に述べたように、2002 年の統計によると、日本には 84.7 万人のニートが暮らしてい
る。そのうち 42.6 万人は非求職型の人であり、42.1 万人は非希望型の人である。玄田有
史はその数字や計算法に基づき、ニートは毎年増える傾向があり、しかも驚くほど増えて
いると主張している。玄田はそういう計算法を使い、ニートの人数が 1992 年から 2002
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年、この 10 年の間に、約 18 万人も増えたと言った。（表１を参照）玄田によると、ニー
トという人たちは「働かないのではない、働けない」のである5。 
年 非求職型 非希望型 合計（ニート） 
1992 年 25.7 万人 41.2 万人 66.9 万人 
1997 年 29.1 万人 42.5 万人 71.6 万人 
2002 年 42.6 万人 42.1 万人 84.7 万人 









年 非希望型 ニートの人数 
1992 年 41.2 万人 41.2 万人 
1997 年 42.5 万人 42.5 万人 
2002 年 42.1 万人 42.1 万人 
表 2 ニートの人数 （本田他2006より）8 
 表２を見ると、ニートの総数は玄田の言う総数の半分になり、玄田の 18 万人より遥か
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図 2 正社員の採用方針11 
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図 3 ニート・フリーター増加の理由14 
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図 4 日本型ニートの出現率18 
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図 5 ニートということばの印象19 
図 5 は 2005 年に実施したインターネットアンケートに基づき作られた図である。回答
者は 1076 人である。アンケートを受けた人の 37.9％はニートが「かっこわるい」と返答
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図 6 「ニート（NEET）」の増加は社会にどんな影響を及ぼすか20 
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